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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
六
戸
町
議
会

を
代
表
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
数
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５

月
に
は
先
帝
の
退
位
に
伴
う
皇
位

継
承
に
よ
り
、
平
成
か
ら
令
和
に

改
元
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

皇
位
継
承
に
伴
う
沢
山
の
式
典
が

催
さ
れ
、
喜
ば
し
い
新
時
代
の
幕

開
け
に
国
民
の
多
く
が
明
日
へ
の

希
望
を
咲
か
せ
る
、
素
晴
ら
し
い

時
代
へ
期
待
を
抱
い
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
９
月
に
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
、

日
本
代
表
が
ベ
ス
ト
８
入
り
す
る

な
ど
、
国
民
に
感
動
を
与
え
る
と

と
も
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
で
は
、

全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
で
渋
野
日
向

子
選
手
が
優
勝
、
女
子
プ
ロ
テ
ニ

ス
で
は
大
坂
な
お
み
選
手
が
一
昨

年
の
全
米
オ
ー
プ
ン
で
の
優
勝
に

続
き
、
全
豪
オ
ー
プ
ン
で
も
優
勝

す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て

は
若
い
人
た
ち
の
活
躍
が
目
立
ち

ま
し
た
。

　
一
方
、
九
州
北
部
豪
雨
や
台
風

に
よ
る
暴
風
雨
に
集
中
豪
雨
、
年

間
を
通
じ
全
国
各
地
で
発
生
し
た

地
震
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
被
災
者

を
生
ん
だ
大
災
害
が
多
く
発
生
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に

も
、
六
戸
町
で
は
天
候
不
順
は
あ

っ
た
も
の
の
、
水
稲
や
野
菜
な
ど
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
農
家
の
方
々

を
は
じ
め
、
全
町
民
が
大
変
安
堵

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
地
球

温
暖
化
に
よ
る
気
象
の
変
化
は
、

今
後
に
お
い
て
も
予
断
を
許
さ
な

新年のごあいさつ

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
４
月
の
統
一
選

挙
で
、
２
名
の
新
人
議
員
が
誕
生

し
、
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
議
会
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す

る
と
と
も
に
、
議
員
間
討
議
に
よ

る
個
々
の
資
質
向
上
を
図
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
議
会
改
革
に
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
民

の
代
表
機
関
と
し
て
、
町
執
行
機

関
と
お
互
い
に
緊
張
感
を
持
ち
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
町
民
の
幸

せ
を
願
い
、
皆
様
と
共
に
歩
む
議

会
と
な
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

六
戸
町
議
会
議
長

　
川 

村　

 

重 

光

新体制となり、皆さんと共に歩む議会に
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一 般 質 問
次のページは

　12月定例会の４日目に一般質問が行われ、
杉山茂夫議員、久田伸一議員の２人が登壇
しました。
　一般質問は、３月、６月、９月、12月に
行われる定例会において、議員が町の施策
の状況や将来の方針などについて、問いた
だしたりすることをいいます。

質問者と内容

杉
すぎ

山
やま

茂
しげ

夫
お

議員

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して議員が質問
できます

・質問項目は事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・質問形式は「一問一答方式」で行います
・同一項目について質問の制限はありません
・一人60分の制限時間があります

①運転免許自主返納者を支援する事業は
②老人福祉センターの施設整備を
③健康づくりの事業にウオーキングコース
を指定してはどうか

4ページ

久
きゅうでん

田伸
しん　いち

一 議員

①「人・農地プランの実質化」に向けての
今後の取り組みを問う
②スマート農業への今後の当町の取り組み
の考えを伺う
③農業法人化を積極的に促進する考えは
④補助事業を活用した農業経営の向上を図
る考えはあるか

５ページ

条
例
改
正

◆　
町
議
会
議
員
の
期
末
手

当
額
を
５
％
引
き
上
げ

◆　
町
特
別
職
・
一
般
職
職

員
の
期
末
手
当
額
を
５
％

引
き
上
げ

　
諸
般
の
情
勢
か
ら
、
町
議

会
議
員
、
特
別
職
・
一
般
職

の
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
年
間
で
５
％
引
き
上

げ
ま
す
。

◆　
若
手
職
員
の
給
料
改
正

　
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
き
、

一
般
職
の
若
手
職
員
の
給
与

を
改
正
し
ま
す
。
30
代
半
ば

ま
で
の
職
員
が
対
象
で
、
給

与
月
額
５
０
０
円
か
ら
１
５

０
０
円
程
度
引
き
上
げ
ま
す
。

　
　

質

疑

問　
盛
田　
嘉
彦
議
員

　
装
置
購
入
に
あ
た
り
、
指

名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

業
者
を
選
ん
だ
理
由
は
。

　
ま
た
、
当
初
予
算
で
購
入

が
認
め
ら
れ
、
消
費
税
増
税

前
に
購
入
で
き
た
の
に
、
契

約
日
が
増
税
後
の
11
月
14
日

に
な
っ
た
理
由
は
。

　
町
の
お
金
は
自
分
の
財
布

と
考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

　
装
置
の
納
期
が
３
月
11
日

で
は
、
今
年
度
ほ
ぼ
使
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
診
察
に
影

響
は
出
な
い
か
。

答　
川
原
診
療
所
事
務
長

　
通
常
の
一
般
入
札
で
は
、

価
格
の
み
で
決
め
ら
れ
ま
す

が
、
今
回
は
、
機
器
の
性
能

や
そ
れ
に
見
合
う
費
用
対
効

果
を
重
要
視
す
る
た
め
に
指

名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
購
入
が
遅
れ
た
理
由
は
、

装
置
の
選
定
や
、
そ
の
他
機

器
の
調
整
、
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
等
で
多
少
時
間
が
か
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
診
察
に
関
し
て
は
、
現
在

使
用
し
て
い
る
装
置
が
稼
働

し
て
い
る
の
で
、
支
障
な
く

業
務
は
で
き
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

◆　
一
般
会
計
４
４
８
６
万

円
を
減
額

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
４
４
８
６
万

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の

総
額
が
59
億
７
６
９
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
事
業
の
確

定
や
見
込
み
額
の
精
査
に
よ

る
も
の
で
す
。
う
ち
、
補
正

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
い

子
育
て
を
支
援

（
９
０
６
４
万
円
）

▽
に
ん
に
く
ウ
イ
ル
ス
フ
リ

ー
種
子
の
購
入
を
助
成

（
１
４
６
万
円
）

▽
次
年
度
に
大
曲
小
学
校
の

児
童
数
が
増
え
る
た
め
机

や
イ
ス
な
ど
を
購
入

（
１
９
９
万
円
）

人

事

◆　
選
挙
管
理
委
員
・
同
補

充
員
を
選
出

　
議
会
で
は
、
12
月
25
日
に

任
期
満
了
と
な
る
六
戸
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
４
人
、

同
補
充
員
４
人
を
指
名
推
選

に
よ
り
選
出
し
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
元
年
12
月
26
日
か

ら
令
和
５
年
12
月
25
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

　
選
出
さ
れ
た
の
は
次
の
方

々
で
す
。

▽
選
挙
管
理
委
員

下
田
誠
一
さ
ん（
七
百
）

岡
田
良
平
さ
ん（
折
茂
）

保
土
沢
博
昭
さ
ん（
鶴
喰
）

佐
藤
昭
さ
ん（
小
松
ケ
丘
）

▽
同
補
充
員

　

第
１
順
位

　

苫
米
地
正
良
さ
ん（
柳
町
）

　

第
２
順
位

　

藤
村
謙
一
さ
ん（
中
町
）

　

第
３
順
位

　

山
内　

茂
さ
ん（
上
吉
田
）

　

第
４
順
位

　

柳
原
尚
徳
さ
ん（
下
町
）

※
補
充
員
は
、
委
員
に
欠
員

が
生
じ
た
と
き
、
第
１
順

位
か
ら
順
に
補
充
さ
れ
ま

す
。財

産
取
得

◆　
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
装
置

を
更
新

　
国
民
健
康
保
険
診
療
所
で
、

エ
ッ
ク
ス
線
を
使
っ
て
身
体

の
検
査
を
行
う
装
置
を
導
入

し
ま
す
。

▽
契
約
金
額
１
８
７
０
万
円

▽
相
手
方

　

江
渡
商
事
株
式
会
社

八
戸
営
業
所

12
月
定
例
会

決
ま
っ
た
こ
と

で
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般
質
問
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運転免許自主返納者への支援は
現在、町の支援事業は考えていない ― 町長

問　
県
警
の
運
転
免
許
自

主
返
納
者
支
援
事
業
に

参
加
し
て
い
る
町
内
事
業
者

と
支
援
内
容
は

町
長　
小
松
ケ
丘
の
介
護

タ
ク
シ
ー
会
社
１
社

で
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
10
％

割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
高
齢
者
の
運
転
免
許

自
主
返
納
者
に
対
し
、

町
が
独
自
で
行
っ
て
い
る
支

援
事
業
は

町
長　
町
独
自
で
は
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

問　
高
齢
者
の
運
転
免
許

自
主
返
納
者
に
対
し
、

町
民
バ
ス
の
無
料
定
期
券
や

回
数
券
、
タ
ク
シ
ー
券
等
の

交
付
や
他
特
典
を
付
与
す
る

考
え
は

町
長　
現
在
、
具
体
的
に

実
施
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
状
況

杉
すぎ

山
やま

　茂
しげ

夫
お

議員

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
は

関
係
者
と
協
議
の
上
、
検
討
し
た
い
―
町
長

問　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
に
町
民
バ
ス

が
乗
り
入
れ
る
際
の
危
険
性

は
。
ロ
ー
タ
リ
ー
式
の
乗
り

入
れ
が
で
き
な
い
か

町
長　
現
状
で
は
特
別
危

険
だ
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
門
の
解
体
工
事
や

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
駐

車
場
利
用
方
法
の
変
更
等
の

等
を
判
断
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
何
ら
か
の
付
与

を
も
っ
て
の
自
主
返
納
は
根

本
的
に
間
違
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

問　
町
外
の
ス
ー
パ
ー
や

病
院
へ
の
交
通
手
段
と

し
て
、
三
沢
市
、
お
い
ら
せ

町
、
十
和
田
市
の
自
治
体
バ

ス
と
の
連
携
は

町
長　
町
民
バ
ス
の
三
沢

駅
へ
の
乗
り
入
れ
は
、

三
沢
市
と
の
協
議
の
結
果
で

す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
集
落

の
巡
回
な
ど
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
統
括
的
な
形
の
中
で

リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

あ
る
程
度
は
解
決
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

課
題
が
あ
る
の
で
、
関
係
者

と
協
議
し
て
可
能
か
ど
う
か

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。問　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

施
設
内
の
エ
ア
コ
ン
設

備
の
設
置
は

町
長　
施
設
の
利
用
は
火

曜
日
と
金
曜
日
が
主

で
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
広
い

面
積
で
費
用
が
高
額
に
な
る

こ
と
か
ら
見
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
大
型
扇
風
機

な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

施
設
全
体
で
は
な
く
、
体
調

不
良
時
の
休
憩
場
所
と
し
て

の
設
置
を
優
先
課
題
と
し
て

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
官
庁
街
線
や
舘
野
公

園
、
奥
入
瀬
川
河
川
敷

を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

指
定
し
、
健
康
づ
く
り
の
事

業
と
す
る
考
え
は

官
庁
街
な
ど
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

歩
こ
う
会
と
共
同
で
マ
ッ
プ
の
作
成
を
―
町
長

町
長　
現
在
、
総
合
運
動

公
園
内
に
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
板
が
あ

り
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
公
園
以
外
で
も
官
庁
街

線
や
舘
野
公
園
な
ど
六
戸
町

歩
こ
う
会
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
共
同
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
回
覧
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
健
康
づ

く
り
の
啓
発
を
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を



一
般
質
問
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習い事の正月行事…各習い事にも、お正月は特別な催しがあります。
華道では初生け、茶道では初釜、書道では書初めなどがあります。

お正月
トピックス

久
きゅうでん

田　伸
しん

一
いち

議員

これからの、町の農業振興は
農業者に寄り添った独自の策を ― 町長

問　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
※
」
に
向
け

て
の
今
後
の
取
り
組
み
は

町
長　
ま
ず
、
町
内
農
業

者
に
対
し
、
年
齢
や

後
継
者
の
有
無
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。
次
に
、
回
収

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、

５
年
・
10
年
後
に
後
継
者
が

い
な
く
な
る
土
地
の
情
報
を

記
載
し
た
地
図
を
作
成
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
中
心
的

な
担
い
手
と
な
る
経
営
体
の

方
々
と
徹
底
し
た
話
し
合
い

を
行
い
、
農
地
の
集
約
化
に

関
す
る
将
来
の
方
針
や
、
中

心
経
営
体
の
あ
り
方
を
決
め

ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
将
来
の
地

域
農
業
の
指
針
と
な
る
実
効

性
の
あ
る
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
作
成
に
努
め
ま
す
。

問　
「
農
家
と
徹
底
し
た

話
し
合
い
」
と
は
、
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か

町
長　
農
業
者
、
町
、
農

業
委
員
会
、
農
協
、

土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
者

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
原

則
集
落
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。

問　
労
働
力
不
足
に
対
応

し
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業

へ
の
今
後
の
当
町
の
取
り
組

み
の
考
え
は

町
長　
先
端
農
業
技
術
や

機
械
を
導
入
、
活
用

す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
国

が
強
化
す
べ
き
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
主
要
戦
略
で
す
。

　
今
後
、
効
果
の
実
証
が
確

立
し
安
全
性
も
確
保
さ
れ
た

際
に
は
、
町
内
農
業
者
が
省

力
効
果
の
高
い
先
端
農
業
技

術
や
機
械
を
導
入
、
活
用
で

次世代の農業として大きく期待
（ＪＡおいらせ六戸支店より提供）

※
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
」
と
は
…

全
国
的
な
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
で
、
将
来
の
見
通
し

が
で
き
な
く
な
る
「
人
と
農
地

の
問
題
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
も
と
に
地
域
で
話

し
合
い
、
地
域
農
業
の
方
向
を

明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

き
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
農
業
経
営
の
向
上
を

図
る
た
め
、
税
制
面
で

の
優
遇
な
ど
が
あ
る
農
業
法

人
化
を
積
極
的
に
促
進
し
て

い
く
考
え
は

町
長　
個
人
に
よ
る
家
族

経
営
を
法
人
化
し
た

場
合
、
制
度
資
金
の
融
資
限

度
額
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
反
面
、

法
人
所
得
が
少
な
い
と
節
税

に
な
る
と
は
限
ら
な
い
な
ど

の
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

　
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
い

く
う
え
で
法
人
化
は
有
益
な

手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農

家
自
身
が
大
き
く
成
長
で
き

る
こ
と
を
望
み
、
従
業
員
の

生
活
を
保
障
す
る
と
い
う
社

会
的
責
任
を
担
っ
て
で
も
法

人
化
に
取
り
組
み
た
い
と
い

う
場
合
に
は
、
町
と
し
て
も

応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問　
国
、
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
農
業
経
営

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
考

え
は
あ
る
か

町
長　
農
業
経
営
の
向
上

を
図
る
た
め
の
補
助

事
業
は
、
国
・
県
、
そ
し
て
、

当
町
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
町
単
独
補
助
事

業
で
、
に
ん
に
く
ウ
イ
ル
ス

フ
リ
ー
種
子
購
入
助
成
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
よ
う
と
し
た
際
、
小
規

模
農
業
経
営
で
は
、
申
請
し

て
も
全
国
的
に
採
択
さ
れ
に

く
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、
国
や
県
へ
の
補
助

事
業
採
択
基
準
の
緩
和
を
含

め
た
要
請
を
継
続
し
、
農
家

へ
の
農
業
経
営
指
導
に
も
努

め
な
が
ら
、
費
用
対
効
果
の

高
い
補
助
事
業
の
導
入
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。



議会においでください！
次回は３月6日に定例会を予定しています。

■問　議会事務局　☎55－4547

議会のウェブサイトでも
確認できます。詳しい日
程や内容はこちらから！

令和２年２月７日発行　6

議
決
結
果
一
覧

議案
番号 議　　案　　名

盛
田　

嘉
彦

松
橋　

一
男

種
市　

正
孝

長
根　

一
男

杉
山　

茂
夫

久
田　

伸
一

高
坂　
　

茂

下
田　

敏
美

円
子　

德
通

山
本　
　

実

苫
米
地
繁
雄

審
査
結
果

採　

決　

日

報告⑦ 専決処分の報告
損害賠償の額の決定（町職員が草刈り作業中にＡＴＭ回線を
切断させた事故のこと。10万9080円を決定）

－ － － － － － － － － － － 報
告

12
月
10
日

議案㊼ 十和田地区環境整備事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
　
　
　
決

議案㊽
青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更
（三戸郡福祉事務組合が解散となるため）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案㊾ 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案㊿ 六戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一
部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 平成31年度六戸町一般会計補正予算（第３号）
（4486万円の減額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 平成31年度六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
（2298万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 平成31年度六戸町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
（291万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 平成31年度六戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
２号）（35万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 平成31年度六戸町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
（666万円の減額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 平成31年度六戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
（９万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 平成31年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算
（第２号）（歳出予算の調整） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 財産の取得（診療所で使用するＸ線一般撮影装置の購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 工事の請負契約の変更（町総合体育館大規模改修（Ⅱ期工事）
の請負契約を変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 財産の取得に係る契約の変更
（小型動力ポンプ付積載車の購入契約を変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の ・賛成が○、反対は×と表示しています。
・退は退席、欠は欠席を表示しています。
・川村重光議長は採決には加わりません。否賛

4
七草がゆ…７種類の野草や野菜が入った塩味の粥で、その一年の無病息災を願い１月７日
に食べます。正月の祝い膳や祝い酒で弱った胃を休めるためとも言われています。七草は
「セリ・ナズナ・ゴギョウ・ハコベラ・ホトケノザ・スズナ・スズシロ」です。

お正月
トピックス



議会活動あれこれ
●このコーナーは、議員の研修報告や議場以外の議会活動などを皆さんにご報告
するページです。
●議員は議場で審議するだけではなく、日々さまざまなところで活動しています。
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鏡開き…江戸時代、武家において新年の 11日（もと 20日）に行われたもので、鎧などの
具足に備えた具足餅を下げて雑煮などにして食し「刃柄（はつか）」を祝うとした行事で
す。この武家社会の風習が一般化しました。

お正月
トピックス

１
日　
六
戸
秋
ま
つ
り（
お
還
り
）

　
　

＊
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

反
省
会

３
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

６
日　

第
４
回
六
戸
町
議
会
定
例

会
（
～
12
日
）

10
日　

決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
）

11
日　

決
算
特
別
委
員
会
（
特
別

会
計
）

12
日　
議
会
広
報
委
員
会

13
日　
第
66
回
六
戸
町
敬
老
会

18
日　
産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
上
北
郡
社
会
福
祉
大
会

19
日　
総
務
常
任
委
員
会

20
日
＊
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
総
決
起
大
会
」（
十
和
田

市
）

22
日
＊
八
戸
朳
え
ん
ぶ
り研

賛
会

　
　
　
「
法
務
大
臣
賞
受
賞
記
念

祝
賀
会
」（
八
戸
市
）

24
日　
議
員
全
員
協
議
会

３
日　
議
会
広
報
委
員
会

６
日　

町
社
会
福
祉
大
会
・
社
協

ま
つ
り

16
日　
議
会
広
報
委
員
会

17
日
＊
県
町
村
議
会
議
長
会
70
周

年
記
念
式
典
（
青
森
市
）

　
　

＊
十
和
田
市
土
木
課
所
管
期

成
同
盟
会
総
会

24
日
＊
郡
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

30
日　

正
副
議
長
・
事
務
局
長
研

修
会
（
青
森
市
）

２
日
＊
メ
イ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

＊
メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス

タ
（
～
３
日
）
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

５
日　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

８
日　

郡
町
村
議
会
議
長
会
第
３

回
定
例
会
（
横
浜
町
）

11
日
＊
郡
町
村
議
会
議
長
会
行
政

視
察
研
修
（
～
13
日
）
東

京
都
・
千
葉
県

12
日
＊
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇

談
会
（
東
京
都
）

13
日
＊
第
63
回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会
（
東
京
都
）

14
日　

宮
城
県
大
衡
村
議
会
行
政

視
察
受
け
入
れ

18
日
＊
知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

（
青
森
市
）

　
　
　

岩
手
県
雫
石
町
議
会
行
政

視
察
受
け
入
れ

19
日　

町
議
会
議
員
県
外
行
政
視

察
研
修
（
～
22
日
）
徳
島

県
・
高
知
県

＊
印
は
議
長
の
み
出
席

議
会
の
う
ご
き
（
令
和
元
年
９
月
～
11
月
）

　

八
戸
・
三
沢
線
、
長
谷

地
区
の
中
ほ
ど
を
過
ぎ
、

介
護
保
険
施
設
メ
ー
プ
ル

横
に
差
し
か
か
る
ま
で
に

前
方
に
八
甲
田
連
峰
が
大
き
く
見
え
て
き

ま
す
。
通
り
過
ぎ
る
ま
で
、
身
近
に
あ
る

か
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
上
吉

田
地
区
に
近
づ
く
と
少
し
遠
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
鶴
喰
地
区
を
抜
け
、
共

栄
橋
か
ら
眺
め
る
と
、
さ
ら
に
さ
ら
に
遠

く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
八
甲
田
連

峰
に
近
づ
い
て
い
る
の
に
不
思
議
で
す
。

　

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
？

こ
れ
は
？
と
思
う
方
、
広
報
委
員
会
ま
で

一
報
く
だ
さ
い
。

む
つ
み
ば
し

ち
ょ
う
え
い
ば
し

き
ょ
う
え
い
ば
し

せ
い
う
ん
ば
し

離
れ
る
と
大
き
い
？

近
づ
く
と
遠
の
く
？

宮
城
県
大
衡
村
議
会

議会活性化に向け意見を交換

　11月14日に宮城県大
おお

衡
ひら

村議会広報広聴委員６名
が、同月18日に岩手県雫石町議会議会運営委員８
名が来町し、議会改革の取り組みについて意見交
換を行いました。
　大衡村議会では、当町議会で実施しているワー
ルドカフェ方式の意見交換会について、さまざま
な意見が出されました。
　雫石町議会では、議会改革の取り組みのうち、
議会基本条例や一般質問の検証作業について質疑
応答を行いました。
　大衡村議会や雫石町議会の意見交換で得た情報
は、当議会にとって大変有益なものでした。これ
からも、さらに議会改革に取り組んでいきます。

岩
手
県
雫
石
町
議
会



　

11
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
、
議
会
議
員
全
員
に
よ
る

県
外
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
議
員
個
々
の
資
質
を
高
め
、
先
進
地
か

ら
学
び
、
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

た
め
に
、
徳
島
県
松ま

つ

茂し
げ

町
議
会
、
那な

賀か

町
議
会
、
高
知

県
黒
潮
町
、
四
万
十
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
視
察
し
た
内
容
と
研
修
報
告
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　徳島県那賀町議会では…

▼議会改革、議員間討議の
取り組み

➡議会改革調査特別委員会
を毎月実施

▼議員間自由討議を全員協
議会で実施

▼車座会議（意見交換会）
を４年間で30回程度実施

▼政策立案

▼ＩＣＴの利活用（パワー
ポイントを使った一般質
問、ペーパーレス会議シ
ステムの導入

▼議会モニター制度の導入
　徳島県松茂町議会では…

▼ 議員間で意見を交換。津波・防災
対策について、吉田直人松茂町長
（右から３番目）から説明を受ける。

進地のがんばる議会を訪ねて

令和２年２月７日発行　86
初詣…もともとは「年籠り」（としこもり、としごもり）と言い、家長が祈願のために大みそかの夜から元日の朝
にかけて氏神神社にこもるという習慣がありました。やがて年籠りは、大みそかの夜の「除夜詣」と元日の朝の
「元日詣」の２つに分かれ、元日詣が今の初詣の原型となりました。

県
外
視
察
研
修

　
六
戸
町
議
会
は
、
令
和
元

年
11
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
、

議
会
改
革
の
推
進
、
産
業
振

興
の
推
進
、
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
、
県
外
自
治
体
に
お

け
る
先
進
事
例
の
視
察
研
修

を
行
っ
た
。

防
災
・
津
波
対
策
の

松
茂
町

　
１
日
目
、
昨
年
度
徳
島
県

松
茂
町
議
会
が
当
議
会
で
行

政
視
察
を
行
い
、
そ
の
表
敬

訪
問
の
か
た
ち
で
議
員
及
び

町
長
も
加
わ
り
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
松
茂
町
は
、
防
衛
施
設
が

あ
り
大
企
業
も
立
地
し
、
財

政
的
に
し
っ
か
り
し
た
町
で

あ
る
。
町
長
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
町
の
位
置
が
吉
野
川

の
河
口
中
洲
に
あ
り
防
災
対

策
、
特
に
津
波
や
災
害
対
策

が
重
点
課
題
で
あ
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

指
針
と
な
っ
た

那
賀
町
議
会

　
２
日
目
、
議
会
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
全
国
上
位
の
徳
島
県
那

賀
町
議
会
で
は
「
議
会
活
性

化
の
取
り
組
み
」
を
題
材
に

研
修
し
た
。

　
六
戸
町
議
会
は
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
議
会
報
告

会
、
住
民
や
学
生
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
、
議
会
検
証

も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
議

員
間
討
議
、
政
策
提
言
な
ど

の
遅
れ
が
判
明
し
た
。
今
年

度
は
議
員
の
改
選
に
よ
り
新

体
制
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

議
員
間
討
議
、
政
策
提
言
等

を
共
同
課
題
と
し
て
そ
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　
研
修
結
果
の
特
筆
は
「
議

員
間
自
由
討
議
」
の
導
入
で

定
例
会
採
決
前
に
開
催
す
る

全
員
協
議
会
で
議
案
の
他
、

議
員
提
案
に
係
る
も
の
、
行

政
課
題
に
関
す
る
も
の
な
ど
、

議
員
間
で
議
論
を
行
い
、
合

意
形
成
に
努
め
て
い
る
。

　
「
政
策
立
案
」
に
つ
い
て

町
政
の
課
題
解
決
を
図
る
た

め
、
条
例
制
定
、
条
例
の
改

正
、
予
算
の
修
正
を
行
い
、

町
の
政
策
等
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
」
で
は
新
成
人
に
対
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
や
政
治
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
定
住
移
住
施
策
の
充
実

に
つ
い
て
提
言
書
を
町
に
提

出
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
通

年
会
期
制
の
導
入
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
中
継
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
会
議
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た

一
般
質
問
）
な
ど
先
進
的
事

例
で
活
発
な
議
会
改
革
に
取

り
組
ま
れ
当
議
会
の
指
針
と

な
っ
た
。

　
起
業
者
を
支
援
す
る

　
黒
潮
町

　
３
日
目
は
、
産
業
振
興
、

環
境
保
全
を
課
題
に
、
高
知

県
黒
潮
町
、
四
万
十
市
を
訪

問
し
た
。
六
戸
町
で
は
ブ
ラ

ン
ド
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

報
告
：
議
長　

川
村　

重
光

先
進
地
か
ら
の
教
え

お正月
トピックス



議会マニフェスト全国上位の那賀町議会の皆さんと

日本最後の清流と言われる四万十川の下流域。
四万十の風景のシンボル「沈下橋」から清流
を見る。橋の上から鮎の稚魚が確認できた。

日
本
一
の
ト
ン
ボ
保
護
区
で
、
ト
ン
ボ

と
魚
を
展
示
し
て
い
る
「
ト
ン
ボ
王
国
」

を
視
察
。
保
護
区
内
を
歩
き
、
館
長
か

ら
説
明
を
受
け
る
。
四
万
十
川
流
域
は

自
然
生
物
の
宝
庫
で
あ
る
。

　高知県四万十市では…

▼地球温暖化の防止、省エネを目的とした、
グリーンカーテン事業

▼レジ袋削減運動の取り組み

▼四万十川を含む自然環境保全事業

▼四万十川流域自治体と連携して取り組み、
「四万十の日」を制定

　高知県黒潮町では…

▼アイデアの段階から販売まで応援します！
　（産業振興推進事業）
➡商品の企画段階から開発、加工、生産、販売促
進まで事業者の状況に応じた補助事業。事業者
の育成を第一に考え、事業終了後も５年間町が
支援。

▼土地の自然を生かした砂浜美術館

▼学生やスポーツ団体に向けた合宿所の誘致活動

「アイデアの段階から販売まで
応援します！」の利用例

▼商品開発
➡オリジナルグッズの作成

▼商品パッケージのデザイン

▼製造機械の導入　など

進地のがんばる先

9　ろくのへ議会だより　No.103 7
おせち料理…御節料理（おせちりょうり）は、節会や節句に作られる料理のことです。節日のうち
最も重要なのが正月であることから、正月料理を指すようになりました。材料にはそれぞれ言われ
があり、数の子は子孫繁栄、田作りは五穀豊穣、黒豆はマメに働けるといった具合です。

県
外
視
察
研
修

六
戸
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
奮

闘
し
て
い
る
が
、
産
業
振
興

の
点
で
は
思
う
よ
う
な
成
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
黒
潮

町
の
、
産
業
振
興
推
進
事
業

「
ア
イ
デ
ア
の
段
階
か
ら
販

売
ま
で
応
援
し
ま
す
！
」
が
、

六
戸
町
の
産
業
振
興
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

研
修
し
た
。

　
黒
潮
町
で
は
地
域
産
業
を

振
興
し
雇
用
を
創
出
す
る
た

め
の
、
商
品
開
発
等
の
支
援

を
重
点
施
策
と
し
て
商
品
の

企
画
段
階
か
ら
開
発
、
加
工
、

生
産
、
販
売
促
進
ま
で
の
事

業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
総
合
的
に
行

う
た
め
に
、
黒
潮
町
単
独
の

「
補
助
事
業
」
と
し
て
行
っ

て
い
る
。
起
業
を
望
む
方
、

事
業
者
の
支
援
や
サ
ポ
ー
ト

を
通
し
て
事
業
イ
メ
ー
ジ
が

湧
き
や
す
く
、
事
業
意
欲
を

か
き
立
て
る
よ
う
な
事
業
で

当
町
の
産
業
振
興
を
図
る
施

策
の
参
考
と
し
た
い
。

清
流
を
守
る

四
万
十
市

　
四
万
十
市
で
は
、
環
境
保

全
の
取
り
組
み
を
研
修
し
た
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
や

マ
イ
バ
ッ
ク
事
業
を
通
し
て

四
万
十
川
の
自
然
環
境
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
す

が
に
清
流
四
万
十
川
を
全
面

に
掲
げ
る
市
で
美
化
運
動
が

進
ん
で
お
り
、
河
川
や
市
街

地
等
で
は
ご
み
等
が
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に

四
万
十
川
流
域
市
町
村
で
も

全
域
一
斉
に
河
川
清
掃
を
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
当
町
に
も
奥
入
瀬
川
が
あ

り
、
奥
入
瀬
川
の
清
流
を
守

る
条
例
も
あ
る
。
観
光
資
源

と
し
て
適
正
な
整
備
を
行
う

こ
と
で
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
参
考
例
と
な
っ
た
。
以

上
を
六
戸
町
議
会
議
員
視
察

研
修
報
告
と
す
る
。

お正月
トピックス



町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

　今回は、天間ちや
さんと金渕マサさん
です。

町民
の声

　　

編
集
後
記

■発行日：令和２年２月７日　　■発行：六戸町議会　　　■編集：議会広報委員会
〒039－2392 青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字前谷地60　TEL：0176－55－4547 FAX：0176－55－3112　URL：http://www.town.rokunohe.aomori.jp

　
昨
年
は
、
天
皇
陛
下
の
即
位

の
礼
や
大だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
な
ど
令
和
の
新

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　
町
議
会
も
春
の
地
方
統
一
選

挙
で
２
名
の
新
人
議
員
が
加
わ

り
、
各
委
員
会
で
は
新
た
な
活

動
を
始
め
て
お
り
、
年
末
恒
例

の
議
員
に
よ
る
議
事
堂
の
清
掃

も
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
十
二
支
最
初
の
子
の

閏う
る
う年

で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
あ
り
、
あ
わ
た
だ
し
い
年
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
各
地
で
災
害
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
く
た
び
に
、
ど
う
か
今

年
は
何
事
も
起
き
な
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
と
祈
る
と
同
時

に
、
常
に
災
害
へ
の
準
備
と
気

構
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　
皆
様
の
今
年
一
年
の
無
病
息

災
を
祈
念
し
て
編
集
後
記
と
い

た
し
ま
す
。

広
報
委
員　
杉
山　
茂
夫

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
種

市

正

孝

副
委
員
長
　
盛

田

嘉

彦

委　
　

員
　
川
　
村
　
重
　
光

杉

山

茂

夫

　
長

根

一

男

　

松

橋

一

男

発
行
責
任
者

議　
　

長
　
川
　
村
　
重
　
光

鈴
木
章
夫
さ
ん

聞
き
手
　
川
村
　
重
光

長
根
　
一
男

（

）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
す
ず
き
　
あ
き
お
）

　

南
町
地
区
在
住
。
地
元
生
ま
れ
の
地
元
育
ち
。
小
学
校
か

ら
県
外
の
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
野
球
漬
け
の
毎
日
を
送
る
。

大
学
卒
業
後
、
両
親
が
営
ん
で
い
た
酒
店
で
働
き
、
後
に
店

を
引
き
継
ぐ
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
野
球
を
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
有
志
と
共
に
野
球
愛
好
会
（
の
ち
の
野
球
協
会
）

を
設
立
。
設
立
当
初
か
ら
現
在
ま
で
事
務
局
を
つ
と
め
て
い

る
。
66
歳
で
体
育
協
会
（
現
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
の
会
長
と
な

る
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
野
球
。
60
歳
野
球
で
現
役
バ
リ
バ
リ
。

妻
と
二
人
暮
ら
し
の
73
歳

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は、スポーツ
協会会長の鈴木章
夫さんです。

町民
の声

スポーツ協会に加入しませんか？

問　スポーツ協会事務局（総合体育館内）
☎55－3988

卓 球

ソフトテニス

野 球（軟 式）
ソフトボール

バ ス ケ ッ ト
ボ ー ルボ ウ リ ン グ

グラウンド・
ゴ ル フ

サ ッ カ ー

相 撲

ゲートボール

バレーボール
家庭婦人バレー

バドミントン

陸 上

14
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
我
が
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、

昼
間
仕
事
を
し
て
、
仕
事
の

合
間
に
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
団
体
の
集
ま
り
で

す
。

　
現
在
、
協
会
に
は
14
種
目

の
競
技
団
体
が
あ
り
、
約
２

０
０
名
の
会
員
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
一
人
１
０
０
０
円

の
会
費
、
町
か
ら
の
助
成
金

で
協
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
上
北
郡

総
合
体
育
大
会
（
郡
総
体
）

や
県
民
体
育
大
会
な
ど
で
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
日
々
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
男
女
バ
レ
ー
が
一

番
、
上
北
郡
で
も
常
に
優
勝
、

準
優
勝
を
し
て
い
ま
す
ね
。

バ
レ
ー
以
外
で
は
、
野
球
も

だ
ん
だ
ん
選
手
が
若
く
な
り

ま
し
て
、
今
年
の
大
会
で
も

好
成
績
を
あ
げ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

運
動
環
境
は
抜
群
！

　
六
戸
は
、
と
て
も
運
動
施

設
が
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
体
育
館
は
新
し
く
な
り

ま
し
た
し
、
総
合
運
動
公
園

も
町
営
野
球
場
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
て
く
れ

る
人
だ
け
で
す
。
昔
に
比
べ

て
会
員
も
減
っ
て
い
る
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
協
会

に
入
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

２
０
２
５
年
、

野
球
の
会
場
が
六
戸
に

　
２
０
２
５
年
は
国
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
国
ス
ポ
）
が
青

森
県
で
開
か
れ
ま
す
。
六
戸

は
野
球
競
技
の
会
場
と
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
大
会
の
運
営

に
あ
た
り
、
野
球
協
会
が
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
出
場
選
手
の
誘
導
や
、

観
客
の
安
全
を
守
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
、
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

全
国
大
会
を
間
近
で
見
ら
れ

る
、
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
い
ろ
ん
な
チ
ー
ム
が

来
て
試
合
を
す
る
の
で
、
野

球
協
会
で
は
野
球
を
見
な
が

ら
お
手
伝
い
を
す
る
の
も
、

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
強
い
チ
ー
ム
が
来

れ
ば
最
高
で
す
よ
！

　
さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
は

郡
総
体
が
六
戸
で
行
わ
れ
ま

す
。
会
場
準
備
か
ら
当
日
の

運
営
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会

と
各
競
技
の
協
会
が
全
て
を

担
当
し
ま
す
。
郡
総
体
と
国

ス
ポ
、
大
き
な
大
会
を
目
前

に
控
え
て
い
る
の
で
、
協
会

一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま

す
。


